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ま
す
。
中
央
自
動
車
道
・
駒
ヶ
根
Ｉ
Ｃ
か
ら
車

で
約
五
分
と
ア
ク
セ
ス
が
抜
群
に
良
く
、
中
央

ア
ル
プ
ス
の
名
所
「
千
畳
敷
カ
ー
ル
」
ま
で
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
気
軽
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
駒
ケ
池
の
ほ
と
り
か
ら
眺
め
る
四
季
折
々

の
風
景
は
、
写
真
愛
好
家
の
注
目
の
的
に
な
っ

て
お
り
、
な
か
で
も
例
年
十
月
中
旬
か
ら
十
一

月
上
旬
ご
ろ
、
中
央
ア
ル
プ
ス
頂
上
か
ら
山
麓

に
か
け
て
見
ら
れ
る
紅
葉
は
息
を
の
む
美
し
さ

で
す
。
温
泉
郷
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
美
術
館
、
地

ビ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
観
光
施
設
も
充
実
し

て
お
り
、
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
過
ご
す
に
は
最

適
な
観
光
地
で
す
。

◆
中
央
ア
ル
プ
ス
千
畳
敷
カ
ー
ル

　

日
本
百
名
山
に
も
名
を
連
ね
る
木
曽
駒
ヶ
岳

（
二
、九
五
六
㍍
）
を
最
高
峰
と
す
る
木
曽
山

脈
、
通
称
中
央
ア
ル
プ
ス
は
、
飛
騨
山
脈
（
北

ア
ル
プ
ス
）、
赤
石
山
脈
（
南
ア
ル
プ
ス
）
と

と
も
に
、
日
本
ア
ル
プ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

中
央
ア
ル
プ
ス
は
南
北
に
長
い
も
の
の
、
東

西
の
幅
は
約
二
〇
㌔
㍍
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
標
高
約
六
〇
〇
㍍
の
登
山
口
か
ら

一
気
に
二
、〇
〇
〇
㍍
ほ
ど
高
度
を
上
げ
る
急

峻
な
登
山
道
が
多
く
、
沢
や
滝
が
点
在
す
る
の

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
し
か
し
稜
線
に
出
れ
ば

お
だ
や
か
な
地
形
に
な
り
、
こ
う
し
た
変
化
が

人
気
の
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

千
畳
敷
カ
ー
ル
は
、
今
か
ら
約
二
万
年
前

に
、
氷
河
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
に
よ
り
、

地
表
面
が
削
り
取
ら
れ
、
す
り
鉢
状
に
な
っ
た

地
形
と
な
り
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
か
ら
「
千

畳
敷
カ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
春
の
千

畳
敷
カ
ー
ル
は
、
ス
キ
ー
客
と
夏
を
待
ち
き
れ

な
い
観
光
客
、
夏
は
、
可
憐
な
高
山
植
物
が
咲

き
競
い
、
秋
は
、
山
肌
一
面
が
黄
金
色
に
輝

き
、
冬
は
、
紺
碧
の
空
と
純
白
の
景
色
が
楽
し

め
ま
す
。

◆
光
前
寺

　

十
余
棟
の
堂
塔
を
備
え
、
霊
犬
・
早
太
郎
伝

説
が
伝
わ
る
名
刹
で
、
貞
観
二
（
八
六
〇
）
年

に
本
聖
上
人
が
開
基
し
た
信
州
屈
指
の
大
寺

で
、
南
信
州
随
一
の
祈
願
霊
場
と
し
て
広
く
信

仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
境
内
の
庭
園
は
国
の
名

勝
に
指
定
さ
れ
築
山
泉
水
庭
で
、
一
説
に
は
極

楽
浄
土
の
庭
園
と
も
い
わ
れ
、
四
月
中
下
旬
に

見
ご
ろ
を
迎
え
る
し
だ
れ
桜
も
有
名
で
す
。

　

ま
た
、
樹
齢
数
百
年
の
杉
の
巨
木
が
立
ち
並

ぶ
参
道
の
脇
に
は
光
苔
が
自
生
し
、
幻
想
的
・

神
秘
的
な
情
景
を
演
出
し
ま
す
。

◆
霊
犬
早
太
郎
伝
説

　

約
七
百
年
前
、
光
前
寺
に
「
早
太
郎
」
と
い

う
と
て
も
強
い
山
犬
が
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

現
在
の
静
岡
県
磐
田
市
の
見
付
天
神
社
で
は
毎

年
祭
り
に
娘
を
人
身
御
供
と
し
て
供
え
る
悲
し

い
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
娘
を
さ
ら
う
怪
物
の

老
ヒ
ヒ
が
早
太
郎
を
恐
れ
て
い
る
と
知
り
、
光

前
寺
の
住
職
は
早
太
郎
を
向
か
わ
せ
、
見
事
そ

の
老
ヒ
ヒ
を
退
治
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て

い
ま
す
。
天
神
社
か
ら
は
書
与
し
た
大
般
若
経

が
奉
納
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

千
畳
敷
カ
ー
ル

　
　
　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線　

駒
ヶ
根
駅
下
車

　
　
　

バ
ス
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ　

六
〇
分

　
　

光
前
寺

　
　
　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線　

駒
ヶ
根
駅
下
車

　
　
　

バ
ス　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
分

　

駒
ヶ
根
市
は
、
長
野
県
南
部
の
伊
那
谷
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
に
南
ア
ル
プ
ス
（
赤

石
山
脈
）、
西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
（
木
曽
山
脈
）

の
三
千
㍍
級
の
山
々
を
、
市
内
か
ら
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
駒
ヶ
根
」
と
い
う
名
前
は
、

駒
ヶ
岳
の
麓
の
ま
ち
と
い
う
意
味
で
、
昭
和

二
十
九
年
の
市
政
施
行
時
に
命
名
さ
れ
ま
し

た
。

◆
駒
ヶ
根
高
原

　

駒
ヶ
根
高
原
は
、
駒
ヶ
根
市
で
も
最
も
人
気

の
高
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

霊犬早太郎像

光前寺

駒ヶ根高原

一面にシナノキンバイが群生


